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に関するアンケート調査結果について 

子供の見守り活動等のボランティア 

1 アンケートの趣旨について 

  平成３０年６月に登下校時の子供の安全確保に関する関係閣僚会議におい

て決定された「登下校プラン」等に基づき、全国では子供の安全確保に関する

取組が強化され、各地で様々な安全対策が取り組まれている。 

 犯罪等の発生を未然に防ぎ、有事において子供の安全確保を図るためには、

「地域の目（力）」が重要であり、これまでも「子供110番の家」などをはじ

めとする地域のボランティア活動にあたる関係者がその大きな一翼を担ってき

た。しかしながら、ライフスタイルや社会情勢の変化とともに、新たな担い手

の確保や活動の継続が難しい情勢にある。本アンケートでは、このような子供

の安全確保に当たる多くのボランティア活

動を支援するため、問題点の解決方策やよ

り良い形の活動等を見出す資料とするた

め、主に子供の見守り活動に重点を置いた

アンケートを実施したものです。 

２ 調査実施期間 

  令和8年6月30日から同年7月14日までの間 

３ 調査方法 

  調査紙郵送及びインターネット 

４ 調査対象 

  令和８、９年度希望郷いわてモニター  199名 

５ 回答者数 

  １４６名 

６ 回答率 

  ７３．４％ 

回答者の性別･年代別の内訳  

性別･ 年齢 
モニター

数（人） 

回答者数

（人） 

回答率

（％） 

男 

10代 2   2 100 

20代 7   4 57.1  
30代 13   6 46.2  
40代 13   7 53.8  
50代 17   11 64.7  

60代以上 43   39 90.7  

小計 95   69 72.6  

女 

10代 1   0 0.0  
20代 7   3 42.9  
30代 16   8 50.0  
40代 12   8 66.7  
50代 19   15 78.9  

60代以上 49   43 87.8  

小計 104   77 74.0  

  合計 199   146 73.4  

      
注 １ 令和８年７月１日時点のモニター数は199人  

 
２ モニターの年齢は、令和８年４月１日時点の年齢 

で分類  

 
３ 集計結果の百分率（％）は、小数点以下第２位を

四捨五入で算出 

※以上、県広聴広報課作成の一覧表を転載。 



設問１ アンケート回答者の属性について 



● 本アンケートでは、お住まいの地域など回答者の属性について、回答を求めた。なお、本

アンケートにおける、地域区分については、本アンケート独自のものとし、 

  ・盛岡市近郊（盛岡市、滝沢市、雫石町、紫波町、矢巾町、八幡平市、岩手町） 

  ・県央部（花巻市、北上市、西和賀町、遠野市） 

  ・県南部（金ケ崎町、奥州市、一関市、平泉町） 

  ・県北部（二戸市、一戸町、葛巻町、軽米町、九戸村、洋野町、久慈市、野田村、普代村） 

・沿岸北部（田野畑村、岩泉町、宮古市、山田町） 

  ・沿岸南部（釜石市、大槌町、住田町、大船渡市、陸前高田市） 

 のエリアに区分し回答を求めた。 

 

● 【回答集計結果】 

本アンケート回答者（１４６名中）の性別・年代については、前項表のとおりであるが、さ

らに世帯構成別に見ると、各地域とも60代を中心とし、50～70代層の２人暮らし世帯が

４４名（約３０％）名と最も多く、年代世代構成別では、60代3人以上２世代家族の方が１９

名（約１３％）を占め、その他、俗に「子育て世代」といわれるの年代に該当する「20代から

40代の方が33名（約22.6％）」であった。 

地域別では、県央部や県北部では30代から40代の層が、沿岸北部では80代以上の

層の回答者比率が他の地域と比べ高かった。 

なお、本アンケート回答者は、「盛岡市近郊の70代２人暮らし」が最も多く７名、次いで、

「盛岡市近郊の50代２人暮らし」「県央部の60代２人暮らし」「県南部の60代３人以上の

２世代家族」がそれぞれ５名であった。 

また、高校生以下の子供と同居していると回答された方が77名であった。 

回 答 者 属 性 調 査 結 果 



設 問 ２  地 域 の 治 安 状 況 ・ 体 感 治 安 に つ い て 

問１ 回答者ご自身が被害に遭う不安を感じている犯罪について、不安を感じる順に

最大３つ選択してください。 

 被害に遭う不安を感じる犯罪について、「15項目に分類した罪種（手口）別」及び「被害に遭う不安を感じる犯罪はない」

「その他」の計17項目から、不安を感じる順位順に最大3つまで回答を求めた。 

 本人が不安を感じる犯罪については、146名のモニター中144名の回答が得られ、うち「被害に遭う不安を感じる犯罪は

ない」を選択した３名を除く、141名が39５項目を選択した。本問で、最も多い回答が「住宅対象侵入窃盗」、次いで、「訪問

販売等に起因する犯罪（特商法違反等）」「特殊詐欺」であり、全国的な犯罪傾向が影響している様子が窺えた。 

調 査 結 果 

問１ 1位に選択された回答 本人不安             

 総数 

 住宅対

象侵入窃

盗 

住宅対象

以外侵入

窃盗 

自転車

盗 

自動車・

オートバ

イ盗 

車上

ねら

い 

住居侵

入 

粗暴

犯 

誘拐・

監禁な

ど 

痴漢、盗

撮・ス

トーカー 

万引

き・す

り等 

殺人・

強盗・

放火等 

特殊詐

欺 

訪問販

売等起

因犯罪 

匿名流動

型グルー

プ犯罪 

犯罪  

不安な

し 

  

全回答数 144 62 2 5 2 5 7 1 3 3 2 8 22 14 5 3   

選択率     100% 43.06% 1.39% 3.47% 1.39% 3.47% 4.86% 0.69% 2.08% 2.08% 1.39% 5.56% 15.28% 9.72% 3.47% 2.08%   

問１   ２位に選択された回答 本人不安             

 総数 

 住宅対

象侵入窃

盗 

住宅対象

以外侵入

窃盗 

自転車

盗 

自動車・

オートバ

イ盗 

車上

ねら

い 

住居侵

入 

粗暴

犯 

性犯

罪 

誘拐・

監禁な

ど 

万引

き・す

り等 

殺人・

強盗・

放火等 

特殊詐

欺 

訪問販

売等起

因犯罪 

匿名流動

型グルー

プ犯罪 

選択無

し 
  

全回答数 139 19 8 3 5 13 14 7 2 4 4 5 18 27 5 5   

選択率     100% 13.77% 5.76% 2.16% 3.60% 9.35% 10.07％ 5.04% 1.44% 2.88% 2.88% 3.60% 12.95 19.42% 3.60% 3.60%   

問１   ３位に選択された回答 本人不安             

 総数 

 住宅対

象侵入窃

盗 

住宅対象以

外侵入窃盗 

自転車

盗 

自動車・

オートバ

イ盗 

車上

ねら

い 

住居侵

入 

粗暴

犯 

性犯

罪 

誘拐・

監禁な

ど 

痴漢、盗

撮・ス

トーカー 

万引

き・す

り等 

殺人・

強盗・

放火等 

特殊詐

欺 

訪問販

売等起

因犯罪 

匿名流動

型グルー

プ犯罪 

その

他  

犯罪  

不安な

し 

全回答数 130 13 1 4 4 8 9 1 2 3 7 5 9 20 22 9 3 10 

選択率     100% 10.08% 0.77% 3.08% 3.08% 6.15% 6.92% 0.77% 1.54% 2.31% 5.38% 3.85% 6.92% 15.38% 16.92% 6.92% 2.31% 7.69% 



設問２ 地域の治安状況・体感治安について 

問２  中学生以下のご家族と同居されている方に質問します。 

    中学生以下のご家族が被害に遭う不安を感じてる犯罪について、不安を感じる順に

最大３つまで選択してください。 

 同居する中学生以下のご家族が被害に遭う不安を感じる犯罪について、同様に17項目の選択肢から回答

を求めた結果、「不安を感じる犯罪はない」と回答した2名を除いた、29名が78項目の回答がありました。最

も懸念されている犯罪が「誘拐・連れ去り・監禁等」の犯罪であり、次いで、「痴漢・盗撮・ストーカー」「性犯罪」

といった身体犯が多くなっています。 

問２    1 位 に 選 択 さ れ た 回 答  中学生以下の家族への不安           

 総 数 
 住宅対象侵

入 窃 盗 
住居侵入 粗暴犯 性犯罪 

誘拐・監

禁など 

痴漢、盗撮・

ストーカーな

ど 

殺人・強

盗・放火

訪問販売等

起因犯罪 

匿流型グ

ループ犯罪 

犯罪不

安なし 
  

全 回 答 数 31 4 1 1 2 15 2 2 1 1 2   

選 択 率     100% 12.90% 3.23% 3.23% 6.45% 48.39% 6.45% 6.45% 3.23% 3.23% 6.45%   

問２   ２ 位 に 選 択 さ れ た 回 答  中学生以下の家族への不安           

最大２９ 総 数 
 住宅対象侵

入 窃 盗 

自転車盗

難 
住居侵入 粗暴犯 性犯罪 

誘拐・監

禁など 

痴漢、盗

撮・ストー

カーなど 
特殊詐欺 その他  

選択無

し 
  

全 回 答 数 29 2 1 2 3 5 5 5 1 1 4   

選 択 率     100％ 6.90% 3.45% 6.90% 10.34% 17.24% 17.24% 17.24% 3.45% 3.45% 13.79%   

問２   ３ 位 に 選 択 さ れ た 回 答 中学生以下の家族への不安           

最大２４ 総 数 
 住宅対象侵

入 窃 盗 

自転車盗

難 
住居侵入 粗暴犯 性犯罪 

誘拐・監

禁など 

痴漢、盗撮・

ストーカーな

ど 

万引き・

すり等 

殺人・強

盗・放火
訪問販売等

起因犯罪 

匿流型グ

ループ犯罪 
選択無し 

全 回 答 数 28 2 1 2 1 4 2 7 1 1 2 1 4 

選 択 率     １00% 7.14% 3.57% 7.14% 3.57% 14.29% 7.14% 25.00% 3.57% 3.57% 7.14% 3.57% 14.29% 

 同居する中学生以下のご家族が被害に遭う不安を感じる犯罪について、同様に17項目の選択

肢から回答を求めた結果、「不安を感じる犯罪はない」と回答した2名を除く、29名が78項目を

選択した。 

 本問で、最も多い回答は「誘拐・監禁等」の犯罪であり、次いで、「痴漢・盗撮・ストー

カー」「性犯罪」といった、子供本人の身体に危険が及ぶ犯罪が多く選択されている。  

調査結果 



設問２ 地域の治安状況・体感治安について 

問３  高校生以上のご家族と同居されている方に質問します。 

    高校生以上のご家族が被害に遭う不安を感じている犯罪について、不安を感じる順

に最大３つまで選択してください。 

問３ 1 位 に 選 択 さ れ た 回 答  高校生以上の家族への不安                        

 総 数 
住宅対象

侵入窃盗 

自転車

盗難 

自動車・

オートバ

イ盗 

車上ね

らい 

住居侵

入 
粗暴犯 性犯罪 

誘拐・監

禁など 

痴漢、盗

撮・ス

トーカー

万引き・

すり等 

殺人・強

盗・放火

等 

特殊詐

欺 

匿流型グ

ループ犯

罪 
その他  

犯罪不

安なし 
 

全 回 答 数 84 23 3 4 6 2 1 3 1 6 2 5 16 4 1 7  

選 択 率     100% 27.38% 3.57% 4.76% 7.14% 2.38% 1.19% 3.57% 1.19% 7.14% 2.38% 5.95% 19.05% 4.76% 1.19% 8.33%  

問３ ２ 位 に 選 択 さ れ た 回 答   高校生以上の家族への不安                         

 総数 
住宅対象

侵入窃盗 

住宅対

象以外

自転車

盗難 

自動車・

オートバ

イ盗 

車上ね

らい 

住居侵

入 
粗暴犯 性犯罪 

誘拐・

監禁な

痴漢、盗

撮・ス

トーカー

万引き・

すり等 

殺人・強

盗・放火

等 

特殊詐

欺 

訪問販売

等起因犯

罪 

匿流型グ

ループ犯

罪 

選択無

し 

全 回 答 数 82 9 1 1 5 6 5 6 4 3 3 4 1 11 10 5 8 

選 択 率     100% 10.98% 1.22% 1.22% 6.10% 7.32% 6.10% 7.32% 4.88% 3.66% 3.66% 4.88% 1.22% 13.41% 12.20% 6.10% 9.76% 

問３ ３ 位 に 選 択 さ れ た 回 答   高校生以上の家族への不安                         

 総数 
住宅対象

侵入窃盗 

自転車

盗難 

自動車・

オートバ

イ盗 

車上ね

らい 

住居侵

入 
粗暴犯 性犯罪 

誘拐・

監禁な

ど 

痴漢、盗

撮・ス

トーカー

万引

き・す

り等 

殺人・強

盗・放火

等 

特殊詐

欺 

訪問販売

等起因犯

罪 

匿流型グ

ループ犯

罪 

選択無

し 
 

全 回 答 数 79 6 2 2 1 8 6 1 1 2 6 4 7 11 10 12  

選 択 率     100% 7.59% 2.53% 2.53% 1.27% 10.13% 7.59% 1.27% 1.27% 2.53% 7.59% 5.06% 8.86% 13.92% 12.66% 15.19%  

 高校生以上の家族と同居している方を対象に、高校生以上の家族が被害に遭う不安を感じる犯罪につ

いて同様に回答を求めた結果、「不安を感じる犯罪はない」と回答した７名を除く77名が218項目を選択

した。本問で最も多い回答は「住宅対象侵入窃盗」であり、次いで「特殊詐欺」「訪問販売等起因犯

罪」が選択された。 

調査結果 



設問２ 地域の治安状況・体感治安について 

問４  全ての方に質問します。 

    お住まいの地域で発生している、または、発生が心配される犯罪について、不安を感

じる順に最大３つまで選択してください。 

問 ４ 1位に選択された回答 地域における不安                       

 総数 
 住宅対象

侵入窃盗 

住宅対象

以外侵入

窃盗 

自転車盗難 

自動車・

オートバ

イ盗 

車上ねら

い 
住居侵入 粗暴犯 

痴漢、盗

撮・ス

トーカー

万引き・

すり等 

殺人・強

盗・放火

等 

特殊詐欺 

訪問販売

等起因犯

罪 

匿流型グ

ループ犯

罪 

その他  
犯罪不安な

し 
 

全 回 答 数 141 54 1 3 2 4 5 2 6 1 6 29 13 4 1 10  

選 択 率     100％ 38.30 0.71% 2.13% 1.42 2.84% 3.55 1.42% 4.26% 0.71% 4.26% 20.5 9.22 2.84% 0.71% 7.09%  

問 ４ ２位に選択された回答     地域における不安                       

      
 住宅対象

侵 入 窃 盗 

住宅対象

以外侵入

窃盗 

自転車盗難 

自動車・

オートバ

イ盗 

車上ねら

い 
住居侵入 粗暴犯 性犯罪 

誘拐・監

禁など 

痴漢、盗

撮・ス

トーカー

万引き・

すり等 

殺人・強

盗・放火

等 

特殊詐欺 
訪問販売等

起因犯罪 

匿流型グ

ループ犯罪 
選択無し 

全 回 答 数 136 17 8 5 3 12 12 1 2 6 4 2 6 21 24 5 8 

選 択 率     100% 12.50 5.88% 3.68% 2.21 8.82% 8.82 0.74% 1.47% 4.41% 2.94% 1.47 4.41 15.44 17.65% 3.68% 5.88% 

問 ４ ３位に選択された回答 地域における不安                       

      
 住宅対象

侵 入 窃 盗 

住宅対象以

外侵入窃盗 

自転車盗

難 

自動車・

オートバ

イ盗 

車上ねら

い 
住居侵入 粗暴犯 

痴漢、盗

撮・ス

トーカー

万引き・

すり等 

殺人・強

盗・放火

等 

特殊詐欺 

訪問販売

等起因犯

罪 

匿流型グ

ループ犯

罪 

その他  選択無し  

全 回 答 数 133 17 3 3 4 7 7 4 6 5 6 18 27 10 3 13  

選 択 率     100% 12.78 2.26% 2.26% 3.01 5.26% 5.26 3.01% 4.51% 3.76% 4.51% 13.5 20.3 7.52% 2.26% 9.77%  

 全回答者に対し、居住する地域で発生している（または、発生を懸念する）犯罪について、同様に

17項目から回答を求めた結果、「不安を感じる犯罪はない」を回答した10名を除く、131名が389項目

を選択した。本問で、最も回答が多い回答が「住宅対象侵入窃盗」、次いで「特殊詐欺」「訪問販売

等起因犯罪」が選択され、近時の社会情勢を反映し、県内においても、急増している「特殊詐欺」が

上位回答となった。 

調査結果 



設問２ 地域の治安状況・体感治安について 

問５  全ての方に質問します。 

    お住まいの場所（ご自宅等）と最寄りの小学校との立地及び通学路の状況（立地）に

ついて、当てはまるものを選択してください。 

タイトル テキスト 



設問３ 子供の見守り活動等ボランティア活動について 

設問３ 

 問１  回答者ご自身が子供の見守り活動に関するボランティア活動をした経験はありますか。 

 問２ 問１で「ある」または「過去にある」を選択した方に質問します。  

   問１の活動の内容について最も当てはまるものを１つ選択してください。 

問３ 問１で「ある」または「過去にある」を選択した方に質問します 

    回答者が問１の活動を始めたきっかけや知ったきっかけについて、当てはまるものを全て選択して

ください。 

【★その他回答】 

・経験は無いが、子どもた

ちを見かけると必ず「気を

つけてね」と声がけしま

す。 



 ※問５（本問）で自由記載により得た回答は、他の設問における自由

記載回答と併せ、本書巻末に掲載しています。 

問5における回答について（参考） 

設問３ 子供の見守り活動等ボランティア活動について 

問４ 問１で「ある」または「過去にある」を選択した方に質問します 

    回答者が問１の活動を通じて嬉しかった出来事や活動を継続するモチベーションなるものを全て選択し

てくだい。 

問５ 問１で「ある」または「過去にある」を選択した方に質問します。 

   「①」の「現在も継続して活動している方」は、活動を続ける上で負担に感じていること 

   「②」の「過去に活動をした経験のある方」は、活動を辞めたきっかけ・最大の要因について 

自由に記載してください。 
 

●マイナス面 

・所定の日時に対応が

求められる 

・ボランティア活動を

行う者・組織内のトラ

ブルによる人間関係等 

 

 

 

★プラス面 

・負担と思えば活動は

しない。 

・楽しいばかり 

・子供が大きくなると

地域から関心が離れて

しまいがち。でも大人

の目が犯罪の抑止に繋

がる。 

●家庭環境の要因 

・子供が卒業したため 

・家族の介護が重なり体

力的に限界 

・転職や引っ越し等のた

め 

 

 

 

★周辺環境等要因 

・組織内の人間関係や

年配者（先任者）の振る

舞い等 

・活動のマンネリ化 

・他者の関わり支援の不

足、不公平感等 

 

【①活動の負担を感じること抜粋】 【②活動を辞めたきっかけ等抜粋】 

【★その他回答】子供は国の宝、子供の安全確保のため、児童とのふれ合い 



問６ 全ての方に質問します。 

    お住まいの地域で現在行われている子供の見守り活動や見かけたことがある子供の見守り活動に

ついて、当てはまるものを選択してくだい。 

設問３ 子供の見守り活動等ボランティア活動について 

問７ 全ての方に質問します。 

    お住まいの地域における子供の見守り活動の問題点（活動参加をためらう、活動する人の負担とな

る、活動を辞める要因）として考えられることについて、当てはまるものを選択してくだい。 

【★その他回答】 

 ・報酬がないことも大きい影響があると考えています 

 ・見守り活動の必要性そのものに疑問がある 

 ・保護者と活動に当たるものの連絡ツールの違いや年配者の拒み、世代間による意思疎通や相互理解不十分 



設問４ 子供の安全に関する体験等について 

設問４ ご自身や回答者のお子さん等、同居されているご家族が小学生・中学生当時に経験した出来事に         

ついて質問します。 

 問１（１）  回答者ご自身が危険等に遭遇した、または、遭遇した子供（ご家族を含む）に回答者ご自身が接

した機会はありますか？ 

ちょっとブレイク！！知っていますか？「ぴかぽメール」 



設問４ 子供の安全に関する体験等について 

問１（２） （１）で①のご自身が「ある」を選択した方に質問します。  

      遭遇した出来事（当時）の状況について、以下の項目毎に当てはまるもの全てを選んでください。 

  

 

 

 

 

 

  
 

 

 



設問４ 子供の安全に関する体験等について 

問１（２） （１）で②のご自身以外（ご家族や地域の児童）が「ある」を選択した方に質問します。  

      ご自身以外が危険等な場面に遭遇した出来事（当時）の状況について、以下の項目毎に当てはまるも   

     の全てを選んでください。 

 

 



問２（１） その当時、警察が発信している防犯情報に接する機会ありましたか。 

 設問４問１では、回答者の実際の経験（実体験）及び子供の出来事（他者の要因が影響されるもの）に分け回答を得た。結論

としては、指標となる回答数が少ないため正確性に疑問は残るが、回答者本人の経験（以下「Ａ象」と記載）及び子供の出来事

（以下「Ｂ象」と記載）ともに、被害の多くは、「下校時間帯」「下校後の外出時間帯」により多く発生していた。これは、多

くのボランティア関係者が活動する「登校時間帯」ではなく、地域の目（大人の目）がより減る時間帯の発生が増すものと考え

られる。裏を返せば、下校時間帯の見守り活動・体制構築（支援）が、より子供の安全確保に繋がる可能性を示唆している。 

 また、Ａ象、Ｂ象ともに「警察への通報」は、ご自身が遭遇したことがある方で32％、ご自身以外が遭遇した方で42％と50％

に満たないが、「学校・保護者等への連絡」は何れも60％近くとなっており、家庭や学校で把握する情報の共有・還元をするこ

とが、より子供の安全確保に資することを裏付けている。 

 さらに、Ａ象では、下校時間帯以上に下校後の外出時間帯における発生が多いところ、Ｂ象では、下校後の外出時間帯におけ

る発生割合が顕著に少なくなっている。これは、生活スタイルの変化による影響も考えられるが、大人が把握していない（出来

ていない事案が）潜在化している可能性があり、子供の声を聞く体制づくり、関係性構築の必要性も重要と考察される。 

調 査 結 果 

問２（２） （１）で「ある」と答えた方は、 その情報を得る手段伝達手段について当てはまるも

のを選んでください。 

設問４ 子供の安全に関する体験等について 



設問５ 子供の見守り活動の支援方策・改善策について 

問１ 警察から発信する防犯情報について全ての方に質問します。 

  子供の見守り活動やお子さん（お孫さん）の安全を確保するために必要なタイムリーな情報（緊急時に必要

な情報）をご家庭に伝達する手段で最も効果的と考えられるツールを１つ選択してください。 

 

調査結果 

問２ 警察から発信する防犯情報について、全ての方に質問します。 

  緊急事案を除く、子供の見守り活動やお子さん（お孫さん）の安全の確保に資する防犯情報（一般的な・緊急

性のない情報）をご家庭に伝達する手段で最も効果的と考えられるツールを１つ選択してください。 



 問３ 回答者ご自身が現在の環境で取り組めそうな、または、機会があれば取り組んでみたいと考える子供の

見守り活動について、当てはまるものを選択してください。 

設問５ 子供の見守り活動の支援方策・改善策について 

 問４（１） （２） 

回答者ご自身が活動を行う場合、どのような活動地域（エリア）や時間帯であれば子供の見守り活動に参加し

たい、または、参加できますか？当てはまるものを選択してください。 

(2)回答者ご自身が子供の見守り活動が出来る時間帯 (1)回答者ご自身が子供の見守り活動を行う場合に参加した

い・参加可能な活動エリア 

【★その他回答】有償かつ土日（休日）であれば可能 



 問５ 子供の見守り活動をする上で連携が必要であると考えられる機関（団体等）の組み合わせについて、

優先順位が高い順（連携の必要性が高い順）に、３組まで選択してください。 

設問５ 子供の見守り活動の支援方策・改善策について 

 
○ 警察×学校72票、他警察との別機関組合せ２５票 

○ 学校×町内会等、学校×保護者いずれも９票、 学校×地域住民７票、  

 他学校と別機関組合せ１５票 

○ 他少数組合せ（ボランティア団体×ＰＴＡ、保護者×学童・地域クラブなど） 

○ 無回答 ３名 

第２位の組合せ 

○ 警察×学校、警察×市教委いずれも９票、警察×市町村５票、他警察と別機関組合せ２５票 

○ 学校×保護者１２票、学校×町内会等７票、他学校と別機関組合せ２２票 

○ 市教委×町内会等４票、ほか市教委と別機関組合せ７票 

○ 町内会等×地域住民４票、ほか町内会と別機関組合せ７票 

○ 市町村と別機関組合せ６票 ○ボランティア団体と別機関組合せ３票 ○保護者と別機関組合せ５票 

○ 他少数組合せ（保育園幼稚園×民生委員児童委員、ＰＴＡ×地域住民、県教委など） 

第３位の組合せ 

○ 警察×地域住民６票、その他警察と別機関組合せ３５票 

○ 学校×保護者７票、その他学校と別機関組合せ２５票 

○ 保護者と別機関組合せ１０票 ○ ボランティア団体と別機関組合せ９票 ○ 町内会等と別機関組合せ８票 

○ 市町村と別機関組合せ、地域住民と別機関組合せいずれも６票  

○ 市教委と別機関組合せ、学童・児童クラブと別機関組合せいずれも４票 

○ その他少数組合せ（企業×高校、｣地域住民×企業、保育園幼稚園×地域） ○無回答 16票 



   地域の宝であり次世代を担う子供の安全を守るため、これまで沢山の関係者やボランティアが尽力し作

り上げてきた「安全で安心」な環境を引き続き維持し、さらにより良いものとするためには、警察、教育委員

会、学校、自治体、保護者、地域住民をはじめとする見守り活動に関わるボランティア関係者など、多くの人

や関係機関団体がより一層「子供の安全」を第一に、それぞれの機関が連携し安全対策に取り組むことが

重要である。 

  警察においても、登下校時における警戒パトロールの強化や防犯教室・不審者等侵入対応訓練による対

応要領の指導等を行っているほか、学校との間で子供の安全確保に必要な緊急時の情報共有体制を確立

し子供の安全確保を行っている。また、不審者事案や緊急事案の発生情報など発信するメール配信サービ

ス「ぴかぽメール」や各種ＳＮＳツールを活用し、ボランティア関係者の活動や家庭において防犯対策を図る

上で必要な情報の発信に努めている。 

  しかしながら、これらの対応は普遍ではなく、大切な子供の安全を守るために、都度、時代や社会情勢、

生活のスタイルの変化に合わせ、最善のものへとブラッシュアップしていく必要がある。 

  本アンケートを参考に、ボランティア活動の問題点の解決の糸口として活用し、時代に合ったより良い形

へと変化し、岩手県に住む子供の安全確保へ繫がるよう、各関係機関・関係者、ボランティア活動を行う地

域の方々の一助となるよう、引き続き、地域の安全安心のために活動するボランティアの支援活動を推進し

ます。 

アンケート結果まとめ 

本アンケートに御協力をいただきました、希望郷いわてモ

ニターの皆様、及び、日頃から天候を問わず活動に尽力さ

れている、地域のボランティア関係者の皆様に対して、 

心 よ り お 礼 申 し 上 げ ま す 。 



自 由 記 載 回 答 内 容 に つ い て 

 各設問において、自由記載により回答頂いた内容を、記載頂いた原文の表記の

まま、以下のとおり添付します。 

 
  設問５ 問６：自由記載回答一覧 

1 登下校の見守りは必ずやったほうがいいと思う 

2 
警察、行政が把握している特定の地域に住んでいる要注意人物を定期的に監視できれば犯罪を未然

に防げると思うが・・・ 

3 １．子ども自身に安全確保の可能なツールの充実（見守りツール ：見守りビーコン） 

4 
子育てがおわると、地域の子どものことと接点がなくなります。地域のお祭りなど、地域コミュニ

ティがあって、顏が見えることは大事だと思うのですが。お祭りも夏の熱中症対策や商店街がなく

なりつつあるなかで、難しい状況になってきました 

5 登・下校時集団で歩くこと。 

6 子どもの見守りする人は健康であること 

7 

見守りの目があれば安心できます。しかし親はほとんどの方が共働きで仕事中だったりするので難

しいです。 

もし、時間的に動ける方が居て報酬なども出て動いてもらえるなら良いのかなー、とも思います

が、良いアイデアはすみません浮かばないです。 

老人の方などに何かの時に声掛けするとかですかね‥？ 

8 

地域の繋がりが、コロナ禍を境に希薄になり、その間地域の子供の顔や状況もわかりにくくなって

いる。  

地域の子供も、隣の人もわからないので、むやみに声をかけても不審者に思われたり、挨拶をして

も返してくれない。 

これからは、地域でのコミュニティ活動を取り戻して、地域でお互い子供も大人も見守りできるよ

うになってほしい。 

9 
市、町、村、民の子ども見守り、声掛け、あいさつ(おはよう、さよならなど）地域住民と子ども

会、または、子どもと触れ合うことが良い！！ 

10 

これまでには、教育機関、もしくは任意のスポーツ少年団の団体によって放課後の子供の預かり機

関が存在していました。 

部活動の地域移行や、少子化による少年団の存続が失われていく現状に対応する方法を考慮する時

期に来たと思います。 

現状の一般家庭は、両親が職業に従事していて拘束される時間が長いことから、思いがあっても親

として活動出来ないのが実状です。 

方策は社会全般で考慮するべき課題だと思います。 

11 
子どもの見守り活動も必要だが、その前に家庭というものがあります。ここをもっと近所や親族と

かが目をくばることが必要と思います 

12 

小学生では上級生（5.6年生）、中学校の児童会や生徒会の中での話し合いで、防犯に係る対応策

を決めることも必要。全てを保護者や地域まかせにすると「・・・が、やってくれないから」とか

「私は悪くない」と他人への責任転嫁が生じやすい。子どもへの見守り活動のアンケートではある

が、子どもたち自身がどうすれば良いかも考えてもらうようにしないといけない 

13 前のページに書いたように声がけをする。気をつけて学校に行ってね。家に帰りなさい。 

14 いたる所に防犯カメラの設置 警察官の採用を多くする。 

15 地域(コミュニティ)で子どもを見守るための仕組みづくりと空気の醸成 

16 
ラジオ体操みたいに、通過したらシールとかスタンプとか、楽しみをもって下校させるとか良いの

では。何個ためたら”何かの称号GET”みたいな。 



 
17 

見て見ぬふりをする大人が増えているように思います。変だと感じた時、一言声掛けをしてみて

はどうでしょうか？ 

18 子どもが閲覧できるスマートフォン情報の制限は必要と思う 

19 
下校時間帯など、曜日、学年による違いなど詳しく情報を伝えてほしい。(特に、活動にたずさわ

るボランティアに） 

20 集団での登下校もいいと思う。自治会、または隣近所での登校をする 

21 
地域全体で取り組む体制づくりの一層の推進。先ずは、テレビ等を通じて地域住民人の啓蒙活動

の展開 

22 
子どもたちの被害状況とその時々対策についての共有を図るため地域の末端まで情報提供願いた

い 

23 

空き家が増えたり、人口減少で子供の通学を見守れない見守りボランティアも減少していると感

じる。今後は、不必要化と思われる場所に監視カメラを設置して、常に子供を見守れるよう対策

を練っていかなければならないと思う。クマ対策も含め、防犯カメラは非常に有益であると考え

る。 

24 
団体で様々なボランティア活動がありますが、子供の見守りに関しては、動ける人や気持ちがあ

る人が直接手を挙げているのが現状のような気がしています 

25 
子どもの親も見守り活動に参加してほしいとは思うが、仕事で出られない方も多い。それでも年

に数回は出れれば子どもの状況把握の上でも必要ではないか 

26 
少子化が進み、地区内に児童がいないところも多くなり、児童生徒に対する関心も非常に薄く

なってきている。そのため、学校から又、警察からくりかえし現状について問題提起していただ

き、関心をもってもらうよう努めてほしい。 

27 
プライバシー重視の時代だが、子どもたちの存在を地域の人たちが共有、把握してあげる事が見

守りの基盤となると思う（横、縦のつながりが大事) 

28 学校での犯罪等についての課外事業(できれば学年をわけて) 

29 
統合等で広範囲の児童がスクールバスで通うので学校周辺の危険は減ると思うが自宅周辺での注

意喚起が必要ではないでしょうか。 

30 
都会では子供が登校した時、学校を出た時に親に知らせがくるシステムを導入している学校も増

えているので、それも有効かと思います 

31 ボランティアを大事にしたら良いと思う 

32 

地域の学校のスタイルも変わってきている中、こうすれば万全ということができないと思う。車

送迎、スクールバス運用のところであれば犯罪の前に交通ルールの徹底が重要である。周囲から

安全策はこれですよという提示が自助努力の概念の薄れになってはならない。子供たちを守るの

は直接かかわる保護者なのだという思いを徹底してほしい 

33 
・家庭におけるネットの使い方等の勉強会 ・大人が見守っているよと子供たちに知らせる取り

組みが必要だと感じる 

34 
少子化なのでスクールバスの利用化で心配が減りそうです（歩く区間が少なく今は熊さんの心配

ありますので） 

35 

・通学バスで登校しているが、バスの到着が早すぎるため先生も来ておらず学校も施錠されてい

る時間に学校に着く。ちなみにバス停から学校まで徒歩5～6分） ボランティアのスクールガー

ドさんが早朝に見守りしてくれていて本当にありがたい。が、熊も心配です。 

 バスが10分遅ければみんな一緒に徒歩で歩ける時間帯なので教育委員会に相談してみたもの

の、何年もこの状態が続いている。何かあってから行動してくれるのか？と不安な思いはありま

す。・学童に行ったら出席が確認できるようなアプリなどの導入あれば安心。 

37 

人が少なくなって見守りしてくれる先輩方も負担が集中している。 

拘束時間の解消として全地域へのスクールバス利用としほぼ同時刻に集合場所へ集まって登校。 

公共バス等で登校しやすくするため中学生高校生への交通費補助の拡充をして子供達の移動時間

をまとめ短縮をはかって欲しい。登校班も数名で構成される地域が多く学年の偏りもあるため廃

止か統合して欲しい。 



次頁へつづく 

38 通学路の整備(草刈り、空き家対応) 

39 
みなさんが子供でも大人でも、挨拶してして欲しいです。そんなちょっとの事から繋がってい

くと感じます。 

40 

こども同士騒いでいたら一声｢どうしたの?｣と冷静に問いかけが必要だしこどもと大人の場面で

は…一見として危険な場面と判断できたら見て見ぬふりせずにためらうことなく安全な場所へ

の移動と近くにあればコンビニへの緊急避難が無難です。 

即その場で聞き取りと警察と学校への電話連絡です。ためらいは絶対に禁物です。 

41 
住民がながらで車でも自宅でも見守りの心を持つ事だとおもいます。町内会で特に見守りをし

よう！という意識づけが必要と思う 

42 
登下校の見守りなどは、保護者世代よりはっきり言って、老人世代のほうが、暇な時間があ

る。保護者への負担を、町内会や自治会へのボランティア募集で補ってはどうかか、 

43 継続的な活動 

44 監視カメラの設置や不審者の通報の共有 

45 定期的に身の守り方の講習会を開く。防犯ブザーやGPS付携帯を配布する。 

46 
子どもたちが安心して過ごせるよう、地域の見守り活動を続けていただきたいです。また、防

犯パトロールや学校・地域・保護者の情報共有を充実させ、不審者情報などを迅速に知らせる

仕組みがあると安心だと思います。 

47 
今の時代、共働きが多く、子どもたちも大変だと思う。一番は親がしっかり子供に教育すれば

よいが、周りの私たちも声をかけ様子を見ることが大切だと思う 

48 見守り活動が特定の人や団体だけの負担にならないような地域全体で見守り体制の整備 

49 
日常のなかで出来る活動のほうが長く続けられると思うので、空いた時間で各々が協力しあう

必要がある。まずは子供がなるべく一人で行動する時間を減らす努力が大事だと思う。 

50 情報の共有をすみやかに行うことが最重要 

51 
バス登校の登下校の見守り、徒歩、自転車登下校は所長村民の登下校時の見守りが必要不可欠

だと思います！ 

52 
登下校時に子供たちと防犯について話す間柄になり、子どもたちが犯罪に巻き込まれない様に

したい 

53 小さなころからの道徳教育 

54 学校での授業内での防犯教室の実施回数を増やす。 

55 
・子供が一人の時間がないようにする ・放課後や朝早い時間にも大人（先生・父兄）が学校

周辺で見守る ・防犯カメラの設置と確認回数を増やす 

56 
ビブスのような大袈裟なものではなく、取り外し可能な例えばブレスレットとか、簡単な物を

目標とすれば活動しやすいと思う、 

57 
町内会、自治会の民生委員や児童委員、防犯部役員、スクールガード、少年補導員等々地域の

関係者と学校が一丸となって取り組める組織づくり少なくとも少年補導員は単独活動ができな

ければ意味がないと思う 

58 常日頃、子どもたちに声がけをする 

59 自分の子供がいなくても、地域住民一帯で取り組むことが必要と思う！ 

61 ながら見守りを地域ネットワークにつなげて把握して安全な地域にしたいと思います。 

62 スクールバス等での送迎、一時的に逃げ込む場所、見守り人員配置場所の増加 



 

63 

周りの目があるというのは、子どもが被害者となる犯罪において大きな抑止力になるとは思うの

で、登下校時のあいさつや見守り活動での声がけは重要だと思う。 

それだけではなく、各家庭における子どもとの防犯についての話し合いも必要。 

声をかけられたらどうするか、腕を掴まれたらどうするのか、など、子ども自身が防犯意識を高

くもつことも大切なので、交通安全教室などのように、防犯教室などがあっても良いと思われ

る。 

64 職場のフレックスタイム制度などの導入 

65 
私の周りでは見かけないが、子どもが被害に合わないように、大人の見守りが必要です。子ども

たちに目標を与えて、それに向かって全力で邁進する姿を見たい。どの子どもも一人ひとりかけ

がえのない生命だから、勉強、スポーツ、芸術など 

66 
子育て世代ではどうしても見守り活動をしていくのはむずかしいので、どうしても高齢者に頼ら

ざる得ないと思います。町内会や子供会等の地域の活動を通して見守りや犯罪防止の取組をして

いくのが少しはいい方法かと思います 

67 
見守り時間、見守り場所を明確にできる地図上のアプリのが有ったら時間がある時、見守りでき

る。見守り登録→ログインして見守り場所で開始など 

68 

継続のためには、無理なく参加できる仕組み作りが大切です。具体的には、短時間の見守り、役

割分担、学校や地域との情報共有、危険箇所の改善、そして子どもへの防犯教育が有効です。 

被害防止には、登下校をできるだけ複数人で行うこと、知らない人についていかない指導、緊急

時の避難先を決めておくことが重要です。 

69 集団登校 集団下校 親の送迎 スクールガイド そして何より学校や家庭での子どもへの教育 

70 
地域住民の目がないと活動が成り立たないと思う。しかしながら地域にいる方が犯罪者となりう

る可能性もあるため、地域での家族環境等の更新された情報を知っている人が地域でいなければ

ならないと思う。 

71 
通勤時間帯には登校を見守る方々を自宅周辺でも勤務先周辺でも見ます。とても良い活動だと感

じています。車の運転にも気を使いますしこのような地域での活動は素晴らしいと思います。 

74 
被害があってからでは遅いので、見守り活動について、いろいろな方法で(テレビ、SNSなど）良

いので、知る機会をつくってほしい 

75 
やはり、子供を見守る上でプロの力が必要だと思いますので警察官の配備による事件、事故等へ

のいち早い対応！ 

76 ボランティアだけでは限界があるので、市町村や県も含めた支援が必要 

77 
熊対策はしっかりしてほしいです。子供たちの登校班を原則とせず、各自送迎も自由にできると

言いと思います。 

78 
そもそもまわりの子供の数が少ないようで子供を見かけることもなくなってきているのです。 

学校の行事などもわからないので夏休みなどは別として見守りたい気持ちはありながらもどうし

ていいのかわかりません。 

79 
見守り活動が始まった頃とは時代が変わってきており個人の好意に頼る無償ボランティアだけで

は活動維持は難しいと思う。有償でもなかなか人員確保できないと聞いているのでボランティア

ではなく仕事として市町村での雇用を検討する必要があると思う。 

次頁へつづく 



 

  設問５ 問７ ：自由記載回答一覧 

１ 『地域住民で子育てしましょ+MR31 

２ 

これまでは、通学する子供たちにおはよう・こんにちはと声をかけていましたが、今は（特に男

性が）声かけても不審者かもしれないので、知らない人と話をしないよう学校から言われてるㇳ

知って、声掛けをやめました。挨拶して顔見知りになれば危険がないか普段から見守ってあげや

すいと思っていましたが、今はかえって不安を与えることになるのかと考えてしまいます。 

３ 
過疎化、少子化の中、大切な子供たちを、みんなで守る体制づくりが必要です。早急な取り組み

を願いたいものです 

４ 
植木屋さんが近くを歩いていた下校途中の小学生に声をかけたところ、子供は「知らない人に声

をかけられた」と親に伝え、それが学校に通報されたことがあった。用心することは大切とは思

うが行き過ぎと感じることも多々ある。 

５ 教育委員会も学校も、これで良いかと現場を見てください 

６ 

私とは世代の差がある保護者の方々の意見も大切だと思います。 

もしかしたらボランティアからの見守りよりも〇〇のほうが良いと考えているかもしれません。 

騒がしいくらいの集団登下校も見かけなくなりました。が、地域で児童生徒を温かく育てたいと

いう気持ちを持っている人は少なくないと思っています。 

７ すべては組織論より人間関係が壁になっていてこどもの命が後回しはおかしい。 

８ 問６の答えとかわりませんが、意識して見守るって町内会が率先してやるべきと思う 

９ 

日頃からの備えが必要だと思う。 

犯罪など起こったとしても1人で具体的に瞬時にどのように対処したら良いのかが分からない。 

講習会で具体的な事象についての対処方法や訓練を行ったり、詳しいマニュアルを各家庭に配布

するなど。 

１０ 
子どもは地域の宝、自分の子供でなくとも、これからの自分たちの住むという気持ちで私も孫た

ちが家より小学校まで約４kmボランティアで一カ月に一度４km全面ではないですが、雑草刈りも

したりしました。当時５～６人いた子どもも今は２，３人となってさみしいかぎりです！ 

１１ 
子どものいたましい事故や事件を耳にする度に悲しい思いをします。 

後悔のないようにできるだけの対策をして欲しいです。 

１２ 

やはり、結果は 事件、事故等が起きた場合現場に警察官がいたら直ぐに対応出来ると思いま

す。警察に電話して来るまでの時間に問題があると思います。警察官は警察署に出勤するを改め

ないとだめだと思います。警察官の制服を着た人が朝からあちこちに見えたら犯罪は亡くなると

思います。 

１３ 
今のご時世は下手に声がけすると、変質者扱いされかねないので知らんふりが一番です。 

危ない行動以外には見ないふりをするようにしてます。 

でもちょっと寂しいですね。 

ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 


